
開会セッション（9：30－12：30）09：30

休憩（12：30－14：00） 

14：00 セッション１（14：00－15：30）
「過去・現在・将来における原子力の役割」

休憩（15：30－15：50）ホール B5 
15：50 セッション２（15：50－17：50）

18：00

19：30

「福島の現状と復興に向けて」

レセプション（18：00－19：30）ホール B5

モデレーター
●浜中 順子 福島テレビ（株）報道部アナウンス担当部長

講演
●増田 尚宏 東京電力ホールディングス（株）常務執行役

福島第一廃炉推進カンパニー・プレジデント
兼廃炉・汚染水対策最高責任者

●星 北斗 （公財）星総合病院 理事長／
福島県 県民健康管理調査検討委員会 座長

●ウィリアム･マクマイケル 福島大学 経済経営学類 助教
国際交流センター 副センター長

休憩（13：00－14：00） 

セッション３（9：30－13：00）09：30

「海外の動向と日本への期待」

モデレーター
日本原子力学会　若手連絡会
副会長

●堀尾 健太

17：00

「若手が語る原子力の未来・夢」

基調講演
●レスリー・デワン トランスアトミック社 

共同創業者兼 CEO

14：00 若手特別セッション（14：00－17：00）

▶ 4/11 [ 火 ] ・12 [ 水 ]▶ ホール B5にて開催
サ イ ド イ ベ ン ト

○会員企業・組織による展示会
○福島物産展

ANNIVERSARY
5 th

一般社団法人 日本原子力産業協会 JAPAN ATOMIC INDUSTRIAL FORUM, INC.
http://www.jaif.or.jp

The JAIF ANNUAL CONFERENCE

※登壇者および開催内容は変更となる場合がございます。予めご了承ください。

第 50 回 原産年次大会 2017
■2017 年 4月 11 日（火）・12日（水）■東京国際フォーラム ホール B7

基調テーマ「いま、過去を未来へ結ぶ」

4.11 火 4.12 水
9：00より受付開始 9：00 より受付開始

＊全セッション日英同時通訳

（株）日本経済新聞社
編集委員

モデレーター
●滝 順一

2017 年 4月 6日現在

パネリスト
●ダニエル･ポネマン 元米国エネルギー省（DOE）副長官

セントラス・エナジー社 CEO 兼社長

●小山 堅

●宮家 邦彦

（一財）日本エネルギー経済研究所 常務理事
首席研究員

（一財）キヤノングローバル戦略研究所
研究主幹

所信・挨拶
●今井 敬 （一社）日本原子力産業協会 会長
●中川 俊直 経済産業大臣政務官

講演
●天野 之弥 国際原子力機関 (IAEA) 事務局長
●勝野 哲 電気事業連合会 会長
●寺島 実郎 ( 一財 ) 日本総合研究所 会長
●ダニエル・リップマン 米原子力エネルギー協会（NEI）副理事長

（サプライヤー /新規建設 /国際関係担当）

モデレーター
●国松 麻季 三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング（株）

主任研究員

●サティシュ・クマール・シャルマ インド原子力発電公社 (NPCIL) 総裁

講演

●レンカ・コヴァチョフスカ チェコ産業貿易省副大臣
●アレハンドロ・ウェルタ メキシコエネルギー省 (SENER)

原子力政策副局長
●プムズィレ・ツェラネ 南アフリカ原子力公社（NECSA）CEO

●アニエッタ・リーシング 世界原子力協会（WNA）事務局長

パネリスト

●ネイサン・パターソン 欧州原子力学会若手ネットワーク共同議長／
英ロールスロイス 顧客アカウントマネージャー

●佐々木 孔英 日本原子力研究開発機構 高速増殖原型炉
もんじゅプラント保全部 燃料環境課

●レスリー・デワン 同上

●マイラ・リヤナ・ラザリ マレーシア原子力発電公社（MNPC）
ステークホルダー･エンゲージメント
担当マネージャー

●アルオウェシィール・アズハール 早稲田大学 先進理工学研究科
ナノ理工学専攻
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The JAIF ANNUAL CONFERENCE

■2017 年 4月 11 日（火）・12日（水）
■東京国際フォーラム ホール B7 基調テーマ「いま、過去を未来へ結ぶ」

＊全セッション日英同時通訳4.11 火
開会セッション（9：30－12：30）

セッション 1　過去・現在・将来における原子力の役割（14：00－15：30）

■ 原産協会会長所信 ■ 来賓挨拶

今井 敬
一般社団法人 日本原子力産業協会 会長

中川 俊直
経済産業大臣政務官

■ 講演

■ モデレーター

■ パネリスト

天野 之弥
国際原子力機関 (IAEA) 事務局長
「原子力技術の平和利用と IAEA の役割」

勝野 哲
電気事業連合会 会長
「電気事業者としての原子力利用の将来展望」

寺島 実郎
一般財団法人 日本総合研究所 会長
「日本のエネルギー戦略と原子力
－世界のエネルギー地政学の中で」

ダニエル・リップマン
米原子力エネルギー協会（NEI）副理事長
（サプライヤー /新規建設 /国際関係担当）
「米国の原子力エネルギー
－今日の課題を克服し、将来の機会に」

この 50 年で世界が直面する問題は大きく様変わりして来ました。エネルギー安全保障、経済発展、気候変動問題などの変遷を振り返
り、現在直面する課題や将来予想される課題に対して原子力が果たせる役割について日米の有識者の見解を伺い、日米協調の重要性
等多様な視点を取り入れて議論します。

滝 順一
株式会社 日本経済新聞社 編集委員

ダニエル･ポネマン
元米国エネルギー省（DOE）副長官
セントラス・エナジー社 CEO 兼社長
「米国と日本 :  揺るぎないパートナーシップ」

休憩（12：30 －14：00）

休憩（15：30 －15：50）

宮家 邦彦
一般財団法人 キヤノングローバル戦略研究所
研究主幹
「エネルギーの地政学と日本の安全保障」

小山 堅
一般財団法人 日本エネルギー経済研究所 常務理事
首席研究員
「アジアの 3E 課題と原子力の役割」
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The JAIF ANNUAL CONFERENCE
■2017 年 4月 11 日（火）・12日（水）
■東京国際フォーラム ホール B7 基調テーマ「いま、過去を未来へ結ぶ」

＊全セッション日英同時通訳4.11 火
セッション 2　「福島の現状と復興に向けて」（15：50－17：50）
事故から約６年が経過し、さらに長期的な取り組みが必要とされる福島第一原子力発電所の廃止措置状況や、福島の現状を国内外に
向けて発信するとともに、事故がもたらした影響に対する現地における取組み状況を伺った上で、福島の復興のために原子力産業界
が果たすべき役割について示唆を得ます。

■ モデレーター

■ 講演

浜中 順子
福島テレビ株式会社 報道部アナウンス担当部長

増田 尚宏
東京電力ホールディングス株式会社 常務執行役
福島第一廃炉推進カンパニー・プレジデント
兼廃炉・汚染水対策最高責任者
「福島第一原子力発電所の現状と課題」

星 北斗
公益財団法人 星総合病院 理事長／
福島県 県民健康管理調査検討委員会 座長
「県民健康調査 6年間の経験を通じて」 

ウィリアム･マクマイケル
福島大学 経済経営学類 助教
国際交流センター 副センター長
「世界における FUKUSHIMA」 

レセプション（18：00－19：30）ホール B5
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The JAIF ANNUAL CONFERENCE
■2017 年 4月 11 日（火）・12日（水）
■東京国際フォーラム ホール B7 基調テーマ「いま、過去を未来へ結ぶ」

＊全セッション日英同時通訳

過去 50 年で原子力発電は世界 30 数カ国で利用されるようになり、現在全世界で電力のシェア十数パーセントを占めています。世界
の動向や今後新設を計画している国々の現状と見通しを伺い、海外の経験や展望に学び、日本への示唆や期待を伺います。

4.12 水

■ モデレーター

■ 講演

セッション３　「海外の動向と日本への期待」（9：30－13：00）

国松 麻季
三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社
主任研究員

サティシュ・クマール・シャルマ
インド原子力発電公社 (NPCIL) 総裁
「インドの原子力発電開発－現在と近い将来」

レンカ・コヴァチョフスカ
チェコ産業貿易省副大臣
「チェコの原子力開発に向けた
国家アクションプランとその実施」

アレハンドロ・ウェルタ
メキシコエネルギー省 (SENER) 原子力政策副局長
「メキシコの原子力発電計画概観」

プムズィレ・ツェラネ
南アフリカ原子力公社（NECSA）CEO
「南アフリカにおける原子力発電所の新規建設計画」

アニエッタ・リーシング
世界原子力協会（WNA）事務局長
「調和：世界の原子力産業の
目標達成における日本の役割」

休憩（13：00 －14：00）

WNA

チェコ

インド

メキシコ

南アフリカ
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The JAIF ANNUAL CONFERENCE

■2017 年 4月 11 日（火）・12日（水）
■東京国際フォーラム ホール B7 基調テーマ「いま、過去を未来へ結ぶ」

＊全セッション日英同時通訳

若手特別セッション　「若手が語る原子力の未来・夢」（14：00－17：00）
将来を担う国内外の若手が、原子力の将来展望や原子力を活用した将来に対する夢を語り、そのために自分達に何ができるか、何が
必要かを議論します。また、新規導入国の若手から見た原子力先進国への期待を伺います。

4.12 水

■ モデレーター

■ パネリスト

堀尾 健太
日本原子力学会 若手連絡会 副会長

■ 基調講演
レスリー･デワン
トランスアトミック社 共同創業者
兼最高経営責任者 (CEO)
「世界の持続可能な開発目標達成に向けた
次世代原子炉の利用」

佐々木 孔英
日本原子力研究開発機構 高速増殖原型炉もんじゅ
プラント保全部 燃料環境課

マイラ・リヤナ・ラザリ
マレーシア原子力発電公社（MNPC）ステークホルダー･
エンゲージメント担当マネージャー

アルオウェシィール・アズハール
早稲田大学 先進理工学研究科 ナノ理工学専攻

 ホール B5 にて サイドイベント開催（4/11・12）
■会員企業・組織による展示 ■福島物産展

※登壇者および開催内容は変更となる場合がございます。予めご了承ください。

レスリー･デワン
同　上

ネイサン・パターソン
欧州原子力学会若手ネットワーク共同議長／
英ロールスロイス 顧客アカウントマネージャー

米国 英国

日本

マレーシア

サウジ
アラビア


